
    

 
Tablel.4 S-I-P Specified Vessel 

S-I-P 塗料施工船 
調査船種 

調査船Ⅳ 調査船Ⅴ 調査船Ⅵ 

NOA60HS NOA60HS NOA60 
塗装仕様 

250μmX1 250μmX1 150+250μm 

船  種 BC ｹﾐｶﾙﾀﾝｶｰ LNG 

ト ン 数 32,500D/W 25,441 D/W 67,300 D/W 

就  航 2005.6 2006.5 2003.9 

調 査 日 2008.8.5 2008.10.11 2008.8.27 

経過年数 36ヶ月 29 ヶ月 60 ヶ月 

 
4.2 調査結果 
Fig.19に一般塗料(ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ系)、Fig.20 に S-I-P塗料

を施工した実船のバラストタンク調査結果の写真を示す。  

一般的に就航船では、損傷部及び狭隘部の塗り難い箇

所やエッジ部等の膜厚が確保し難い箇所が発錆し、その

後、平面部でも過小膜厚部に膨れが発生し剥がれや発錆

が起きる場合が殆どである。 

今回調査した一般塗料施工船では、この傾向が顕著に

現れており平面部やロンジ部等の過小膜厚箇所に発錆が

見られ、特にロンジ・くり穴等での錆が多く認められた。 

一方、S-I-P 塗料施工船ではエッジ等での発錆が全く認

められなく良好な塗膜状態であった。これは S-I-P 塗料

を使用した塗装により規定膜厚が充分に確保されている

ため、十分な防食性能が保たれていると言える。 

また、3 年経過後の S-I-P 塗料 1回塗り施工船でも、発

錆は認められず良好な塗膜状態であった。このことは、 

1回塗りでも膜厚が十分に確保されていた、1回塗りで

もピンホールの発生がなかった、ものと判断できる。 

 
 
 
 
 
 

Fig.19  Condition of Ballast Tank Specified with non S-I-P 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
Fig.20  Condition of Ballast Tank Specified with S-I-P 

 

5．調査研究結果 

5.1 S-I-P 塗料による膜厚管理について 
一般塗料では、エッジ部や狭隘部等の膜厚が計測でき

ない部位、或いは計測可能な平面部でも“点”での確認

となり、計測できない箇所は膜厚管理が不十分となる可

能性がある。また、塗装作業者の熟練度が品質確保に密

接に関連しており、規定膜厚に達しない過小膜厚の発生

率が高くなり、膜厚のバラツキも大きくなるため、塗膜

性能に影響を及ぼす。 

一方、S-I-P 塗料による塗装の場合には、目視による

“面”での膜厚管理が可能であることから、塗装作業者

が塗装しながら膜厚を管理することができるため、過小

膜厚の発生率が低く一様な分布の膜厚が確保できること

が確認された。 

以上のように、S-I-P 塗料を用いることにより過小膜厚

箇所が目視で確認でき、塗装作業者が塗装作業をしなが

ら膜厚を管理することが可能である。 

 

5.2 S-I-P 塗料を使用した場合の塗装検査について 
S-I-P 塗料を使用した場合、特に平面部での“目視によ

る膜厚管理”が容易に可能となるため検査作業時間の大

幅な短縮が期待できる。また、狭隘部等の直接視認でき

ない箇所については、膜厚計測が不可能でも手鏡等によ

り目視で確認することができ規定の膜厚が確保される。 

さらに、塗装回数を一回塗りとした場合は、塗装作業

時間の短縮と塗料使用量の削減も期待できる。 

 

5.3 S-I-P 塗料の塗装仕様について 
S-I-P 塗料 2 回塗りの場合は、1st.coat の一例として

Fig.21 に示す下地が透けた状態に、2nd.coat で Fig.22

に示す下地が被った Full Buff 色まで塗装する。 

S-I-P 塗料 1 回塗りの場合は Fig.22 の下地が被った状

態まで塗装する。 

 

 

 
 
 
 
 

 
Fig.21 S-I-P/1st coat   Fig.22 S-I-P/2nd coats 

 
６．おわりに 

本調査・研究は IMO のバラストタンク塗装基準(PSPC)

に対応するために日本船舶技術研究協会がプラットホー

ムとなり、船主協会・日本造船工業会・日本中小型造船

工業会・海上技術安全研究所・日本塗料工業会等の委員

の参加の下「船体防食総合対策委員会」が立ち上げられ、

この中の「塗膜管理 WG」で実施した。 

今後は、S-I-P塗料を適用することによる、塗膜品質の

確保性、検査方法の低減化、塗り回数の低減化等の有効

性について IMO へ提案する検討を行いたい。 

最後に、本調査・研究に際し、関係者並びに多大なる

ご支援を頂きました日本財団と試験にご協力頂きました

今治造船株式会社殿、調査船にご協力頂きました船主殿

に深く感謝の意を表します。 

S-I-P paint 1st.coat

Low DFT
(See Through Buff)

S-I-P paint 2nd.coat




